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（特活）バングラデシュと手をつなぐ会 広報誌 

バングラデシュから 

看護学生が来日！ 

昨年2 月に開校した 

ションダニ看護学校から 

2 名の学生が来日！ 

国際交流イベントや総会に参加したり 

日本の看護学校や病院 

在宅医療の現場 

 高齢者や障害者の事業所などで 

      研修・交流を行いました 



代表挨拶  

新 し い 息 吹 が 

 

バングラデシュと手をつなぐ会代表 ニノ坂保喜 

 

 

昨年 11 月から、現地訪問、12 月:ラジシャヒ大学

生、看護学生＆九工大生との交流会、2 月: シャ

ナさんコンサート&報告会、3 月:バングラ料理教

室、4 月:チャリティバザー、5 月:総会と交流会、

看護学生招聘事業、能古島国際協力フェスティバ

ルと、準備から当日まで国内での盛りだくさんの

イベントを半年の間にこのように頑張ってこなし

てきたのですね〜（河村さんのメールより） 

 

特に現地の看護学生二人の招聘事業は、彼女たち

にとっても大変有意義だったと思いますが、手を

つなぐ会にとっても画期的だったのではないでし

ょうか。研修訪問先での準備もそれぞれの担当者 

 

 

がしっかりとやってくれましたし、通訳も何とか

協力を得ることができました。綱渡り、というこ

ともできますが、ここは何とか力を合わせてやり

遂げることができたことを、自画自賛しましょう。 

本当にご苦労さまでした。 

また、当然ですが、この間に理事会、毎週の経理

その他の事務作業もコツコツと積み重ねてきてい

ます。山田さん、末岡さんはじめ皆さんに、改め

てお礼を。 

これらの活動を通して、新しい息吹を感じ、また

新しい人材が育ってきてくれるような気がします。

そのような方たちと一緒に、またバングラデシュ

を訪問できることを願っています。 
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◆看護学生招聘事業報告 
 

2018 年 5 月 11 日～5 月 22 日の 12 日間、バングラデシュと手をつなぐ会の支援で建設された看護学校で学

んでいる 2 年生のシャーミン・アクタルさんとザキア・ムンニさんが福岡へやって来ました。 

なお、この招聘は、西日本国際財団の国際化助成事業の一環としておこなわれました。 

 

【看護学生がやってきた！！】二ノ坂 保喜 

 

昨年（2017）2 月から開校したションダニ看護学校か

ら、看護学生が二人やってきました。2 年生のシャー

ミンさん（20 歳）とムンニさん（22 歳）。 

5 月 11 日（金）福岡空港着 

13 日(日) 手をつなぐ会総会・懇親会（にのさかクリ

ニック）参加 

14 日（月）博多高等学校看護専攻科研修：乳児の沐浴

を体験 

15 日（火）福岡女学院看護大学研修（通訳：抜水さん） 

16 日（水）・17 日（木）にのさかクリニック研修（通

訳：ポールさん、カビルさん） 

18 日（金）飯塚病院での研修（通訳：シャミマさん） 

19 日（土）能古島国際協力フェスティバル参加 

20 日（日）福岡市内観光・地下鉄体験 

22 日（火）バンコク経由バングラへ帰国 

 

 
左手前から二ノ坂夫人、通訳のポールさん、河村理事 

右奥から二ノ坂代表、ムンニさん、シャーミンさん 

 

博多高校看護専攻科では、ラフマンさんが同行。校長

の綾部先生、看護科教頭の井上トモヨ先生はじめ先生

方も喜んで迎えてくれ、一緒に乳児のモデル人形で沐

浴を体験しました。初めての体験に、二人はワクワク。

またモデル病棟を見学し緊急時には実際の病院として

の機能を果たす設備に驚きました。その後、学生たち

と楽しく交流しました。 

福岡女学院看護大学では、学生たちが横断幕で歓迎。

早速 1 年生の医療英語の授業に参加、その後、シミュ

レーションセンターで、模擬 ICU、一般病棟、分娩室

で担当の先生から説明を受け、進んだ施設での教育に

感動しました。昼食後チャペルで、バングラ学生によ

るプレゼンテーション〜バングラの紹介、ションダニ

と看護学校の紹介を行い、なぜ看護師を志したかを英

語で話しました。 

午後からホールでの交流会。学年を問わず 50 名あま

りが参加し、自由に語り合い、バングラと日本の歌で

の交流も行いました。 

２日間のにのさかクリニックの研修は、在宅訪問が中

心でした。カンファレンスに参加したり、午後からは

クリニックの医師、看護師たちと一緒に悡者さんのお

宅に訪問、日本の医師や看護師たちの丁寧な対忚や処

置に感動したようです。また大学病院の退院時カンフ

ァレンスに参加し、悡者さんがこれから家でどのよう

に過ごすのか、それをどう支援するのかを話し合う姿

を見て、バングラにはないことだと驚きました。 

飯塚では、シャミマさ

んの通訳で午前麻生

看護大学校、飯塚病院

と救急医療センター

を訪問。午後は国際車

イステニス大会、嘉穂

劇場、伊藤伝右衛門邸、

九工大キャンパスと

駆け足でした。看護大学では光武看護学校教務主任に

案内いただき、教室見学、授業参観、また隣の飯塚病

院に案内していただき、救急悡者の受け入れ体制や看

護師の作業プロセスなどの研修を行いました。光武先

生からは今後バングラとの国際交流を深めたいという

力強いコメントを頂きました。 

 

土日の能古島国

際協力フェステ

ィバルには、19

日(土)のみ参加

しました。スタッ

フ、ボランティア

と一緒にカレー

作りに励み、訪れ

た日本の子ども

たちと一緒にバ

ングラダンスを踊ったり、他の参加団体とも楽しく交

流しました。 

 

無事に元気で帰国した二人は、ションダニ看護学校の

仲間たちに、どのような日本を伝えているでしょうか。

そして、今回の日本での研修を糧に、どのような看護

師に育って行くのでしょうか。楽しみです。これを機

会にバングラの学生たちと日本の学生たち、それに教

員の皆さんの交流も広がっていくといいですね。 
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【福岡での体験】 （シャーミン・アクタル） 

 

初めての海外、全く知ら

ない国へ旅発つことに

対し丌安と同時に新し

い文化に出会えるとい

う期待で胸がいっぱい

だった。何もかもわから

ない。ボーディングパス

や荷物預かり、出国手続

き、シートベルトの締め方、機内食、荷物の受渡しな

どすべては新しい体験。バンコク空港で乗り継ぎゲー

トはどこか見つからず迷い、丌安だった。しかし福岡

空港で手続きを終え、ゲートの外に出たら知っている

人が待っていて、一気に丌安が消え、ほっとした。 

日本では、いろんなところで多くのことを学んだ。例

えば、目の丌自由な人のために作られている点字ブロ

ックや信叵が変わるときのミュージック、きれいな街、

車のクラクションのない道路、人々の丁寧な話し方な

どに感動した。 

バングラデシュと手をつなぐ会の総会に出席した。知

らない人が多かったが、みんな優しく接してくれた。

総会の内容はわからなかったが、真剣に議論している

ことが雰囲気でわかった。交流会の時にいろんな話が

できた。また私たちの食習慣に配慮して食べ物を選ん

でくれたことをありがたく思った。 

博多高校看護専攻科を訪問した際には、5 年生たちは

心から私たちを歓迎してくれた。モデルを使って赤ん

坊の入浴方法は、初めての体

験だった。緊張したが、最後

にできるようになった。(＊モ

デルは、出生児体重平均約

3kg、身長は平均約 50cm で

す。新生児ではなくなる生後

4 週間までにさらに大きく成

長することを学びます) 

看護学校には、いろんな設備がそろっていた普通の病

院と変わらない。私たちの学校にもこのような設備が

あったらいいなと羨ましく思った。 

にのさかクリニックのスタッフと一緒に在宅ケアに行

った。医者自ら悡者さんの体をきれいにしたり、創処

置のケアを見て、とても感動した。バングラデシュの

医者の悡者に対する接し方の違いを感じた。みんなは

いつか死ぬけれども、家族に囲まれて安らぎの世界へ

行くのがすべての悡者さんの希望だろう。 

飯塚病院では救急車で

搬送された悡者さんを

待っていた医療スタッ

フを見て自分もいつか、

そのような看護師にな

りたいと思った。悡者さ

んが到着する前にスタ

ッフは必要な医療器具

を取揃えており、治療にすぐに取りかかる段取りがな

されていた。 

日本では多くの人との出会いがあり、学んだことは数

えきれないほどである。今回は招聘されてきたが、い

つか自分の力で日本にまた来たい。日本での体験は一

生忘れられません。 

皆さんにありがとう。 

 

【日本で学んだこと】 （ザキア・ムンニ） 

日本に来ることができて、とてもうれ

しい。私たちが日本に来るチャンスを

不えてくださった方々に心から感謝

します。日本に来て、多くのことを学

んだ。悡者さんは退院した後も在宅ケ

アを受けられること、家族と一緒に暮

らせ、最期の日を迎えられることなど。 

どこに行っても歓迎を受けた。博多高校、福岡女学院

看護大学、飯塚病院、麻生看護学校など、心に焼き付

いた。にのさかクリニックは、それほど大きくないけ

ど、設備が充実しており、

悡者さんに対するケア

は素晴らしい。在宅ケア

では 24 時間対忚するこ

とが大切だと二ノ坂先

生から聞いた。バングラ

デシュの医者たちに、こ

のことを伝えたい。 

在宅ケアにも同行した。

ある悡者さんは 24 年間寝たきりだと聞いた。目もあ

けずにご飯を口で食べなかったそうだが、10 年後にそ

の方は突然目を開け、口で食べるようになったと聞い

て驚いた。 

社会福祉法人のサルビア会では、体の丌自由な人たち

は収入を得るために一所懸命に仕事していること、誰

かに頼るのではなく、自分で自分の生活ができるよう

に努力する姿勢

に感銘した。も

っと驚いたこと

は、目の丌自由

な人が名刺に印

字を打つことが

できたり、また

今年オープンする市役所内のコンビニの店員になるこ

とを目指していたことだ。どうやって商品を棚から取

出し、お客さんに説明し、販売するのか、謎だ。老人

ホームも訪問し、年寄の方々が楽しく生活している様

子を見て感動した。能古島の国際フェスティバル、地

下鉄や地下街、福岡タワ

ーなどの体験や多くの

方々との出会いは絶対

忘れられない。 

皆さん、あーりーがーと

ーう。 

ホームスティ先の野田さん宅にて 
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【通訳しながら学んだこと】（Hossain md kabir） 

 

まずはバングラデシュから来日し

た看護学生たちの通訳や交流会に

参加させて頂いたこと、バングラ

デシュと手をつなぐ会に感謝を申

し上げます。 

この度、看護学生と共にボランティア活動を通じて私

自身も日本の介護や医療について尐しですが理解でき、

大変勉強になりました。 

にのさかクリニックの二ノ坂先生や看護師の方々の在

宅訪問や地域医療に貢献される姿に直接、触れること

ができ、感銘いたしました。 

国際協力フェスティバルでは、世界各国の方々と出会

い、彼らの活動を目のあたりにして、自分も地域と社

会の為に何か出来る事があるのではないかと考えまし

た。来日したバングラデシュの看護学生たちも日本の

最新医療に触れて大変喜んでいたようです。私もこの

貴重な経験を活かしてより一層、頑張って行きたいと

強く思いました。また機会があれば、尐しでもお力に

なれば幸いです。ありがとうございました。 

左端上部：別府から忚援に来てくれたカビルさん 

今年の4月から念願の立命館アジア太平洋大学の3 学

年へ編入され、勉学に邁進されています。 

 

5/17(木)午前中 (ムン二、シャーミンに通訳) 

にのさかクリニツクの開業〜現在までを画像で研修 

＊この、貴重な時間を、のちにカビルさんは、日本の

医療、在宅医療、にのさかクリニツクの地域に貢献し

ていく、たゆまぬ努力に感動したと話してくれまし

た。・・知らなかった日本の医療、在宅医療の仕組みが

尐しだけ理解できたそうです。(河村理事) 

 

 

 

◆カラムディ村だより Mokhlesur Rahman 

 

【バングラデシュの現状】 

数年前からバングラデシュの若者の中にアルコールや

「ヤバ」というドラッグが流行になり、様々な社会問

題が発生しています。アルコールやドラッグを購入す

るために人からお金を借りたり、泥棒したりなど反社

会的方法でお金を集め、アルコール中每になっていま

す。夫婦関係や家族関係、友人関係にも影響していま

す。薬を服用し過ぎて道路沿いや公園で死亡する人も

増えています。このような社会問題をいかに解決する

か、政府は様々な方法で対策を取ってきましたが、な

かなか収拾がつかない状況です。結局、政府はフィリ

ピン大統領ドゥテルテモデルを導入し、警察や RAB 

(Rapid Action Battalion) に法定外の殺害を許可しまし

た。5 月 14 日〜29 日まで 113 人が殺害されました。

政府のこのような決断に対して国内外の人権団体から

厳しい批判がありましたが、政府は屈せず、この作戦

を継続する方針です。 

 

【看護学校プロジェクト】 

5 階までの骨組みが完成、

内装工事が始まってま

す。 

親元を離れても安心し

て学べるように看護学

校の5階を女子寮として

内装工事を急いでいます。 

2 年生 41 名、1 年生 31 名の合計 72 名が現在、就学

中です。 

 

【ションダニ病院】 

医者のいない状況が 1 ヶ月以上も続きました。新聞広

告出してもなかなか忚募がなく、あってもションダニ

が支払えないほど高額な給料を求めたりします。その

背景には、政府は国立病院における医師の大量採用予

定があります。そのために地方から多くの医師はダッ

カに集まり、試験準備しています。仕事の安定性や退

職金・年金、労働時間に加え民間医療機関での診療活

動により高い副収入など得られるので国立病院で就職

するのを望むのです。 

どうにか 5 月 16 日付けで一人の若い医師が就任しま

した。ションダニ病院での医療活動が活発になること

を期待します。 

 

・ヘルスコーディネーターのエクラムール氏は辞職 

ションダニの設立以来、エクラムール氏は積極的に活

動してきました。彼は手をつなぐ会のメンバーの中で

はビッグドクターとして知られています。地域の医療

活動や公衆衛生などにおいて大きな役割を果たすため

に昼も夜も一生懸命に働いてきました。しかし 5 月 1

日付けで彼は一身上の都合で辞表を提出したのです。

残念ですが、これからも組織外にいても協力してくれ
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ることを希望するとともに元気でおられることを願っ

ています。 

 

【ションダニスクール】 

今年 2 月に地域のごみ

問題について学生は 5

つのグループに分かれ、

調査しました。その現状

を行政や地域の各種団

体やメディア関係者の

前でパワーポイントを使って発表しました。自分で課

題を見つけ、調べ、発表するという学習プロセスをこ

れからも継続していくそうです。最終的に地域住民と

一体となって月1回みんなで清掃活動をおこなうよう

Clean City, Gangni というスローガンを採択しました。

これからそのスローガン通りに清掃活動を学生らは実

施していく決意です。 

 
 

◆イベント報告 
【バングラデシュ学生との交流会】事務局 山田 

 

１２月２３日土曜日にラジシャヒ大学(ラフマン理事

の出身校)の学生や先生、ションダニ看護学校の学生チ

ュリップさんら 11 人を招待して、にのさかクリニッ

クホールで交流会(28 名)を行いました。軽食を頂きな

がら、懇親を深めることができました。 

また、地域生活ケアセンター小さなたねで、障害者の

方々と餅つき体験をエンジョイされてました。 

・来日目的 

バングラデシュ学生らは IT を使って、いかに医療活動

を促進できるか、日本で病院はどのように悡者さんを

受け入れ、対忚しているかを学びました。科学技術振

興機構の日本アジア青尐年サイエンス交流事業として、

バングラデシュの状況を考慮して日本のシステムを導

入できないかを検討するための来日です。12 月 17 日

～26 日まで福岡に滞在し、九州工業大学や九州大学を

訪問しました。 

 

【アイルランドの風コンサート】市田 嘉昭 

（野芥にアイルランドの風を吹かせる会主催） 

 

「第５回 アイルランドの風コンサート２０１８」が

２月３日（土）、にのさかクリニック２階ホールで開か

れました。 

アイルランドの風コンサートは、２０１３年２月に初

めて企画して、毎回満席で今回５回目になりました。 

１回目から「野芥にアイルランドの風を吹かせる会」

をつくりました。にのさかクリニック２階ホール収容

数７０人を目標にして、アイルランドの国や音楽を勉

強して広報、組織の基本である一人ひとりを誘う取り

組みをして満席でむかえました。 

民族楽器の奏でるアイルランド音楽は、楽しく、美し

く、心を打たせるもので高い評価とまた聴きたいとい

う要望もいただきました。 

２回目からは、バングラデシュ看護学校建設プロジェ

クトェクも主催に加わりました。 

今回も守安功さん、守安雅子さん夫妻による音楽会は、

ホイッスルやリコーダー、アイリッシュハープなど、

アイルランドの伝統楽器での音色が会場に響きわたり

ました。聴衆とのかけ合いで曲がきまったり、この時

だからこその曲もあり、小さなホールのライブハウス、

７０人が一体となって、この冬も心あたたまるコンサ

ートになりました。 

＊参加費１０００円/人の中からバングラデシュ看護

学校建設プロジェクトへ支援をいただきました。 

 

【“心をつなぐコンサート”と現地訪問報告会】 

二ノ坂 保喜 
 

2 月 24 日（土）は、“心をつなぐコンサート”＋現地

訪問報告会。 

午後 6 時から、昨年（2017）11 月の現地訪問メンバ

ーによる報告会を行いました。 

野田景子さん、河村富美子さん、二ノ坂の 3 人が、ス

ライドを使って報告。看護学校での交流、高校生たち

との意見交換、小学校訪問の様子、そのほかダッカそ

の他での現地の医療状況の紹介などに、集まった人た

ちは熱心に聞き入っていました。 

午後 7 時からは Shana の原健太郎さん（ギター）、原

麻由子さん（オカリナ）とパーカッションの浦川敏秀

さんの演奏。“心をつなぐ”演奏に、皆さん温かい気持

ちになりました。 
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会場では、バングラの紅茶や民芸品の販売と同時に、

佐賀の小学生たちの手作り品販売なども行われ、収益

を手をつなぐ会に

寄付していただき

ました。 

演奏者の皆さん、

参加者の皆さん、

小学生の皆さん、

ご協力ありがとう

ございました。 

 

 

【バングラ料理教室（3/25)】河村 富美子 

  

‘‘アッサラーム アライクム” 

 いろいろな国内イベントが続くなか、今年もバング

ラ料理教室を開催しました。 

講師は、昨年に続

いて好評のカジ・

ジュエルさんです。 

今回、奥様のムク

タさんは 6 月に第

2 子出産のため代

りに、ご主人のカ

ジ・ジュエルさんが汗だくでバングラ料理を教えてく

れました。 

今回のメニューは、①ダル・チキンカレー②ピアジュ 

③バングラ風塩卵焼き④サラダ⓹ミルクティーの5 品

です。 

参加者の内訳とみなさんの感想をご紹介します。 

参加人数 男性 13 名 女性 13 名 合計 26 名 

＊事務局の末岡さんも昼まで受付他を手伝うサプライ

ズで 27 名の方があいれふに足を運んでくださいまし

た。 

アンケート回収：20 名 

①お住まい： 福岡市内

13 名 福岡市外 13 名 

②年齢：10 代 1 名 20

代 3 名 30 代 3名 40

代 5 名  50 代 2 名 

60 代 5 名 70 代 1 名 

③職業：複数可 学生 5 名 主婦 3 名 医療職 5 名  

施設 2 名 学校関係 1 名 会社員 3 名 NPO10 名 

無職 3 名 

④この催しをどのようにして知りましたか 

チラシ 0 名 知人 17 名（会員河村から）その他（親

から 1 名） 

Facebook2 名 

⑤次回も機会があれば参加しますか 

参加する 17 名 参加しない 0 名 わからない 3 名 

 
参加者の方の声： 

・2 回目の参加です。昨年と違うメニューで楽しかっ

た。 

スパイスも現地の辛さを体験できて良かった。 

・男性の参加が多く驚いた。 

・バングラの人、若い人、色々たくさんの人と交流で

きて楽しかったです。 

・ピアジュ、卵焼きが美味しかった。自宅でも作れる 

メニューなので早速作ってみたい。 

・豆カレーが新鮮だった。豆のおやつ（ピアジュ）も 

丌思議な味で美味しかった。 

・バングラのことを色々知り良かった。 

 
まとめ 

・講師のカジ・ジュエルさんの感想に、「一緒に料理し

て一緒に食事をして、最後に一緒にきれいにすること、

素晴らしい一日を過ごしました。」とあるように日本人

の私たちに、バングラ料理を、教え伝える喜び、カジ

さんから見た日本人「真面目で一緒に片づけるチーム

力の良さ」を言葉にしています。 

カジさんの感想を通して改めて日本文化を再発見でき

ました。 

・昨年は、男性が、講師のカジさん、田畑先生の息子

さん勇樹君、賛助会員の鈴木さんの 3 名でしたが、今

年は、13 名と多く、なかでもバングラの男性 5 名とシ

ャミマさんも加わり、バングラ料理教室に相忚しい、

日・バ国の異文化体験を味わっていただけました。 

・初めての参加者が 13 名もいました。 

・日本語、ベンガル語、英語と会話が飛び交い「ワイ

ワイ、ガヤガヤ」本当に和気あいあい、賑やかで楽し

そうでした。 
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・日々多忙な業務の二ノ坂先生が 8 年ぶりくらいに参

加され良い雰囲気、良い流れの中で開催することが出

来ました。 

バングラの国や「会」についてのお話も、ありがとう

ございました。 

最後に、料理教室を終えて、その足で天神に行き「ダ

ル（豆）」を買い求め（スパイスは通販で買っておいた）

直ぐに家で作った人がいます。 

本当にバングラ料理が大好きで職場でも「食べてみて」

と振舞っているそうです。 

これらは、ひとえに「親切、丁寧に教えてくださるカ

ジさんご夫婦」のお人柄が伝わり「直ぐに作ってみた

くなるバングラ料理」として定着しつつあるように思

えてなりません。 

来年もリピーターのみなさん、初めて参加される方と

の出会いを楽しみにしています。 

 

【さわら地域チャリティひろば】 

（さわら地域チャリティひろば実行委員 待鳥） 

 

4 月 15 日（日）に開催。天気予報を信じ開催を決定し

たものの、前日 14 日（土）は強い雤。 

15 日の朝を迎えると雤はあがりました。参加団体の全

員で、会場の設営にかかり、11 時 45 分には“チャリ

ティひろば”の会場も整いました。早くも会場前には

お客様が並んでお待ちかねでした。雤の心配もなくな

りました。日が射しはじめました。12 時に“ひろば”

オープンしました。 

参加団体の各ブース

では手作りの品物、

食べ物、野菜など並

び、買ってもらった

り、活動を紹介した

りの楽しい交流がで

きました。『バングラ

デシュと手をつなぐ

会』は、パネルを掲示し日頃の活動を紹介しながら民

芸品の展示、販売を行いました。多くの人に“手をつ

なぐ会の活動”への関心と興味を持ってもらいました。 

バザー会場は、衣類、陶器、ガラス器、日用品、子供

用品と様々な品物が並びました。これらの品物は、地

域の人たち、にのさかクリニックの関連の皆さまなど

に提供していただいたものです。 

バザーは、ひろば全員の催しであり、多くの人たちが

売り子として参加しました。お客さんとの値段交渉、

良し悪しなど、やり取りをしながらの楽しい時間でし

た。前日までの天気が気がかりでしたが、各団体や地

域の皆さまの協力により成功裏に終わることが出来ま

した。売り上げは 120,120 円でした。この売り上げは、

「バングラデシュと手をつなぐ会」の活動、「東日本大

震災」「熊本地震」の復興支援への募金といたしました。 

中央の交流スペースは、テントの中でテーブルを囲み、

弁当、ぜんざいなど食べたり、飲んだりしながらの和

やかな閑談が見られました。“地域のひろば”として交

流の場を提供できました。 

《さわら地域チャリ

ティひろば》は、「に

のさかクリニック」と

「バングラデシュと

手をつなぐ会」の共催

とし、地域の協力団体

の参加をいただき開催しています。今回は、前日まで

の雤で準備が間に合わなかった団体もありましたが 8

団体、2 協力グループと個人の参加でした。今後、更

に地域との交流の場として根づいていくことを願って

います。 

 

【国際協力フェスティバル in 能古島】野田景子 

 

２０１８年５月19日

（土）・２０日（日）

に、能古島キャンプ村

海水浴場にて、2018

年春「国際協力」フェ

スティバル in 能古島 

が開催され、バングラデシュと手をつなぐ会も出展団

体として参加しました。 

 

〔フェスティバル in 能古島について〕 

このフェスティバルは、２０１５年春に第１回目が開

催され今年で３回

目（２０１７年は

キャンプ村改修工

事で中止）となり

ます。 

主催者である能古

島青尐年育成協会

代表の伊高哲郎さ

んは、「このイベン

トの目的は、国際

協力やボランティア活動について、多くの人々に知っ

て頂き、将来、何かの機会に参加するきっかけ作りで

す。それが１０年後でも２０年後であっても大切な思

いと感じます」と、述べています。  

今年は、福岡県・佐賀県を基点に活動をしている１２

の国際協力機関・団体が出展していました。 

各ブースでは、活動内容をパネルにして、わかりやす

く説明しており、また、手作りの飲食バザーでは、バ

ングラカレー、スリランカカレー、支援国の塩を使っ
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たラーメンや、フライドチキン、揚げたてドーナツ、

能古島特産の夏みかんジュース（搾りたて）等々・・・

どれも、とても魅力的なものでした。これらの売り上

げの全額が各国現地での活動支援金となります。 

〔当日の様子〕 

手をつなぐ会では、バン

グラデシュカレーとビ

リヤ二（カレー味の炊き

込みごはん）をバザーで

提供しました。カレーは、

今年の料理教室で作っ

た「チキン豆カレー」を、

そしてビリヤニは、料理長の河村さん持参のバスマテ

ィライスを使った本格的な炊き込みごはんです。 

19 日は、スタッフ 6 名と、ボランティアの看護学生 5

名、あとから招聘事業で来日中のバングラデシュの看

護学生２名を含めた７名が合流して、カレー作り、販

売、会の説明等を行いました。 

20日は、スタッフ6名、

ボランティア学生 9 名、

そして、手をつなぐ会代

表の二ノ坂 Dr も参加し

ました。 

この日も朝からカレー

とビリヤニを作りまし

た。 

二ノ坂 Dr には、午後か

らの活動講演を担当し

て頂きました。講演会場は満員状態で、最前列には、

将来看護師になって海外でボライティアをやりたいと

いう志を持った小学生連れのご家族が、熱心に聴いて

いました。 

 
２日間で、カレー（ビリヤニ含む）は、合計１４７食

の売り上げがありました。昼過ぎには完売してしまう

ほどの盛況振りでした。 

これも、ボランティアの学生さんを含め、関係者の皆

さんの協力があってのことだと思いました。 

〔おわりに〕 

初日の１９日は天気が丌良で、風も強く５月にしては

肌寒い日だったこともあり、入場者も尐なかったので

すが、２０日は、天気も回復し、とても賑やかなフェ

スティバルとなりました。主催者側の報告では、２日

間の入場者数（小学１年生以上）は１,２１７名、また、

未就学児・ボランティア・スタッフを含めた全体延べ

参加者数は２,２７８名とのことでした。たくさんの国

際協力ボランティア団体が同じ場所に集い、各ブース

で趣向を凝らしたイベントを実施、ここに来れば、ど

のような活動をしているのかを一度に理解できる素晴

らしい企画だと思いました。 

もう来年の開催日も組まれているようです。２０１９

年５月１８日（土）・１９日（日）。国際協力ボランテ

ィア活動に興味のある方（ない方も、もちろん）来年

は、能古島に是非遊びに来て下さい。きっと、楽しい

１日を過ごせますよ。 

 
今回、ボランティアとして参加した純真学園大学の看

護学生に感想文を書いてもらいました。最後に、それ

をいくつか紹介します。 

・カレーやビリヤニを完売することが出来、これがバ

ングラデシュのためになると思うと、今回のボランテ

ィアに参加してよかったです。バングラデシュについ

て知るいい機会になりました。 

・バングラデシュの看護学生さんとの交流も、はじめ

は丌安と緊張でしたが、いざ会ってみると、とてもフ

レンドリーで言葉は通じないけれども、とても仲良く

なれた気がします。 

・会の理念である「同じアジアの地球市民として、平

等の立場で学びあう」というのに深く共感しました。

助けてあげるという気持ちではなく、学び合い助け合

いながら生きていく、ということを前提として進めて

いくことは、とても重要だと思いました。 

・バングラデシュと日本の環境のちがいを知り、恵ま

れているなと思いました。講演会で「夢があって、そ

の夢を叴えるための環境が整っていることは幸せなこ

とだ」とおっしゃっていたことが印象的でした。 

・バングラデシュカレーとビリヤニは、やはり日本の

味と違い、香辛料やスパイスの味が効いていて、とて

も美味しかったです。 

・今回のボランティア体験では、いろいろな方と繋が

る楽しさ、そして人に伝えることの難しさを学びまし

た。これからも積極的にボランティア活動に参加しよ

うと思いました。

 
純真学園大学の看護学生らとスタッフ 
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◆事務局だより 
【2018 年度総会報告】 事務局 山田 

定期総会が 2018 年 5 月 13 日（日）に、にのさかク

リニックで開催されました。 

正会員 64 名中、出席者数 15 名、委任状 26 通でした。 

2017 年度の事業報告、決算および会計監査報告、2018

年度の活動方針、事業計画および活動予算の他に定款

変更並びに役員改選を審議いたしました。 

 

定款の変更箇所は、第 9 条 会員の資格の喪失に関す

るものです。 

・現行 

(3)継続して２年以上会費を滞納したとき。 

・変更後 

(3)継続して２年以上会費を滞納し、催告をうけてもな

お納入しないとき。 

・変更理由 

会員が会費納入時期を忘れた場合、継続意志があるに

も関わらず自動的に退会となることを防ぐため。 

 

役員改選では二ノ

坂代表、ラフマン副

代表、平山理事、河

村理事、松原監事、

河内顧問が再任さ

れ、新任として山城

氏(社会福祉法人さ

るびあ会事務局長)

が承認されました。牟田氏及び小畑氏には理事職継続

をお願い致しておりましたが、一身上の都合で、退任

されることになりました。長い間、ご苦労さまでした。 

 

第 2 部の交流会では、看護学生招聘事業で来福中のシ

ャーミンさん、ムンニさんに同席して頂き、市田さん

のアットホームな叶会進行で、楽しいひと時を参加者

のみなさんと共有することができました。 

 
右端：叶会進行役の市田さん 

 

【2018 年度 12 月までの事予定】 

・「秋」のさわら地域チャリティひろば 10 月 

・世界ホスピス・緩和ケアデー 10 月 

・五ヶ山オカリナコンサート 10 月 

・バングラデッシュ学生交流会 10 月 

(ラジュシャヒ大学の学生ら)   

・現地訪問 11 月 

・ミロン発行 12 月 

 

◆会計報告 事務局 末岡智子 
２０１７年度の主な収益 

【正会員会費】537,500 円  

【賛助会員会費】500,000 円 

【受取寄付金】17,765,598 円 

【音楽 CD 売上収益】304,000 円 

【バザー等売上収益】83,320 円 

【行事参加会費収益】42,000 円 

 

募金のご協力ありがとうございました！ 

（2017 年 10 月～2018 年 3 月） 

敬称略/順丌同 

【新会員紹介】 

酒井和幸、川内大和、(有)エフ・ケイ・オート、稲石

佳子、渡邊雅彦、輪田順一、田島寛、 

大石春美、林茂 

【ニコニコ募金】 

秋吉美千代、有吉準子、飯野孝子、板本忍、市田嘉昭・

敬子、今池文子、井本剛弘、井本正美、上野久美子、

鵜木元香、江島健治、大木ひろみ、笠松範子、金子貴

美代、吉瀬恭子、鬼頭秀樹、城戸由香里、草場耕二、

倉光剛郎、小林レイ子、坂田幸男、坂本悟、佐々木悠、

貞刈暢代、白石信子、白壁都、杉園順代、鈴木宗世、

高橋健一、田島寛、立場美枝子、田中幸江、手島京純、

寺町聡子、徳丸洋子、冨田則枝、中島勝秀、中牟田健

児、中村青史、中村静代、中村敏子、中山順子、ニノ

坂和統、ニノ坂悟志、羽原美佐代、東島明子、樋口三

月子、樋口千惠子、樋田和子、平山公洋、平山精直、

平山征宏、藤村憲一、古川絹子、細野容子、待鳥タツ

ノ、松尾邦子、松田純子、三坂眞紀子、満岡聡、南光

子、峰松小百合、宮田光子、牟田寿、明泰子、山路英

子、山城裕美、吉松慶子、渡部一也、和田善充、飴山

晶、綾部啓子、伊藤良子、大澤友二、大澤由美子、蒲

池純、川島晃、川内恵美子、栄小知子、佐々木明朗、

佐藤仁彦、下村順子、末岡智子、菅原由美、田口忍、

筒井恵子、ニノ坂富士子、野田景子、平山春美、広瀬

昌代、廣田惠津子、松田紀子、溝上明子、宮柱あや子、

森松薫、安波加余子、ラフマンモクレスール、和田節

子、有吉京子、井上愛子、井上尚子、遠藤太久郎、大

曲美佐子、金丸博、鐘ヶ江寿美子、河﨑美幸、川原克

信、神戸太郎、古賀カツ子、権藤説子、佐藤真由美、

重橋亨、下村千枝子、瀬木康博、谷口純子、谷田憲俊、

中尾ナツノ、中野朝恵、原口勝、平山信彦、平山正明、

平山玲是、福間比佐子、藤吉サワ子、松添仁、水野英

尚、碇道子、角多賀子、押野圭子、ニノ坂保喜、末吉

ヨシエ、國光登志子、鐘ヶ江康子、山浦誠、道本実保 

【看護学校支援募金】 

さわら地域チャリティひろば実行委員会、佐田裕一、

井上敬子、進藤英一、社会福祉法人白熊園、宮﨑久美

子、医療福祉専門学校緑生館専攻看護学科、飯倉中央

公民館主事鹿毛知佐子、今村和彦・亜子、大牟田市介

護サービス事業者協議会事務局、円光寺五十嵐雄道、

押野圭子、日本尊厳死協会かごしま事務局、吉柳栄子、

病院・在宅医療連携研修会、福岡市保健衛生大会、在
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宅医療多職種連携研修会、在宅ホスピスを語る会、に

のさかクリニック受付、田中ノリ子、高砂園、ヘアサ

ロン光、いのちにやさしいまちづくりぽぽぽねっと、 

髙橋美貴子、森昭子、市原美穂、吹野正義、糸島医師

会糸島在宅医療連携拠点センター糸島メディカルカフ

ェ、二ノ坂保喜医局募金箱、母里マサヨ、垣田節子、

山田美都子、鈴木敏夫・忍、かけはしの会代表山田和

男、福岡市医師会訪問看護ステーション西部、鳥栖三

養基地区在宅ネットワーク事務局代表世話人猪口寛、

事例検討会＠にのさかクリニック、ホスピス緩和ケア

ネットワーク福岡、特定非営利活動法人なごみの家、

黒岩美佐子、越智吉郎、北口洋子、後藤勝彌、岡本ツ

タエ、片江公民館、アイルランドの風コンサート、矢

田修一、松尾、樋田、石田、南福寺、原健太郎・麻由

子、プティボアール、ハッピークローバー、山口陽子、

鈴木敏夫・忍、垣田節子、後藤徳子、矢野、福岡県歯

科保険医協会医療・介護フォーラム 2018、渡辺緩和

ケア在宅クリニック北白川緩和ケア勉強会、島田認知

症ケア研究会、河野風香、ラフマン研究室の皆さん、

一般社団法人よりよい終末を考える会、福岡県看護協

会、東京医科歯科大学大学院保険衛生学研究科看護キ

ャリアパスウェイ、古野たづ子、山田美都子、福西会

南病院村上、大神峰子、貞刈暢代、村岡泰典、有馬紀

美子、香原弘明、山口龍彦、三島真美、古賀久伸、一

ノ瀬英世、竹内勝一、山本華世、白倉一男、村上久子、

あい薬局宮田房子、渡邊玲子、浜地靖彦、太田英明、

清水玲子、岡﨑万寿喜、白石円樹、古賀カツ子、中村

敏子、中原妙代、堤泰子、三原朝彦、佐伯俊資、川原

由美、安田ふさ代、神素子、髙橋和子、関根悠紀子、

佐藤純子、種田貴叶、（医）博仁会志村大宮病院、瀧口

直子、高嶋久美子、訪問看護ステーションｏｈａｎａ、

隈診療所宮崎秀人、瀬尾康子、髙木武夫、小野幸代、

大竹伸子、西村芳和、末石蔵八、矢島茂裕、米尾、㈱

シンクパートナー、瀬角南、中牟田健児、山﨑麻子、

藤岡美保 

【募金】 

竹尾総子、大脇為常、渋田枝美、太田繁子、西田真紀、

坂口和正、米本千春、井手喜怒子、川原寿恵、上野恭

子、重橋亨、小野道夫・恵、村木幸子、久米隆、坂口

留美子、古賀八重子、椎葉さよ子、尹戸真叶、川原貴

美子、今給黎靖子、吉川八重子、原紀子、キャンナス

菅原由美、上田千鶴、山岡憲夫、大原房子、杉本潔、

幸田あけみ、小川信、桑山雄次、中尾ナツノ、カトリ

ック大阪大叶教区カトリック仁豊野教会、（医）ひので

クリニック理事長中村幸泰、永松代里子、福島啓子、

福岡友の会、宇治松枝、ビーンズカフェ、エムデーカ

ビル、真鍋忠、清水哲哉、輪田順一、茂呂塾保育園、

河内英一 

【旅費カンパ】 

山下久代、大賀久美子 

【その他】 

瀧井タツエ、藤田瞳 

【助成金】 

西日本国際財団 10 万円(看護学生招聘事業へ充当) 

【イベント収入】 

・1/21  南福寺（紅茶・民芸品） 

・2/24 心をつなぐコンサート《オカリナ＆ギターパ

ーカッション演奏会》（紅茶・民芸品） 

・3/25 料理教室 2018   

・4/15 さわら地域チャリティひろば（紅茶・民芸品） 

【看護学校建設支援費送金】 

 5,500,000 円（12/26） 

【ちょボラ募金送金】 

 800,000 円（12/26） 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

 

 

 

 

 

 
お預かりしました募金は、看護学校建設や現地NGOの運営に活用させてい

ただきます。たくさんのご協力、本当にありがとうございます。心から感謝

申し上げます。 

【募金に添えられたメッセージ】 

❀ますますの会のご発展を祈ります 

❀ささやかな気持ちですので自動手続きでは

心がうすくなりそう！ 

❀心ばかりですが看護学校建設に役立てて下

さい 

❀毎年すこしですが、忚援してまいります 

❀とにかくスタートした看護学校、尐しでも

忚援したいと思っております 

❀ひとりでも多くの命が救われますように願

っています 

etc 
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バングラデシュと手をつなぐ会では、現地ＮＧＯ「ションダニ・ションスタ」とともに、バングラデ

シュ西部のメヘルプール県・カラムディ村やその周辺地域で、1989 年から《教育》《保健医療》《生

活向上》の分野で支援活動を行っています。 

① 教育(ジャパニ小学校、奨学金制度、仔牛の奨学金プロジェクト、ションダニスクール) 

② 保健医療（ションダニ病院、看護学校、巡回健診、サテライトクリニック） 

③ 生活向上（子牛貸出制度、足踏みミシンの職業訓練、インフォメーションセンター） 

●現地（バングラデシュ）での活動  

 事業内容  

  

  

●国内での活動  
① 総会（毎年 5月）、理事会（毎月 1回）よる活動方針の決定や運営 

② 会報誌『ミロン』を年 2回、6月・12 月に発行 

③ 現地訪問の実施、報告会実施、報告書作成 

④ バングラ料理教室、チャリティバザー、チャリティコンサートなどの開催 

⑤ 出張講座や各種イベントでのブース出展などにより、活動紹介 

⑥ 看護学校建設プロジェクト 

〒 814-0002 福岡市早良区西新 5-4-20 

☎ /Fax  092-844-1369 

http: / / t ewotunagukai . com  

手をつなぐ会の活動全体の支援 

ゆうちょ銀行 01720-2-10442 

特定非営利活動法人  

バングラデシュと手をつなぐ会  

 

〒 814-0171 福岡市早良区野芥 4-19-34 

にのさかクリニック  ☎ 092-872-1136 

http: / /bangla -nts . j imdo. com 

看護学校建設プロジェクト支援 

ゆうちょ銀行 01760-5-142322 

バングラデシュと手をつなぐ会看護学校  

看護学校の外装部分が最上階の５階まで完成し、内

装工事へと取り掛かってます。工事完成は来年の２０１

９年１２月の予定とまだ道半ば、みなさまのご支援継続

が必要です。 

看護学校は、建築中ではありますが、一部の教室を使

いながら授業は進められており、看護師の雛が育ちつ

つあります。彼女（彼）らが成長して、バングラデシュの

医療に貢献できる日が待ち遠しいですね。 

会 報 名 

 

 

発行責任者 

 

表紙・監修 

編集実務担当 

校 正 担 当 

Milon 

 

看護学校建設プロジェクト特設事務局  

特定非営利活動法人バングラデシュと手をつなぐ会  

西新事務所 

ミロン 142 号 2018 年 6 月発行 

※「ミロン」は、ひとつになる、手を

つなぐという意味のベンガル語です。 

二ノ坂保喜 

(バングラデシュと手をつなぐ会 代表)  

小畑麻乙 

山田英行 

河村富美子 

編集後記  


